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１．はじめに 

2020年12月に新型コロナウイルスが中国で感染が確

認されて以来，世界各地で猛威を振るっている。わが

国においても多くの感染者数が出たため，国内・海外

旅行は規制され，人々の動きが制限された。このよう

な状況の中，新しい取組として「GoTo トラベル」や「マ

イクロツーリズム（近距離の旅行）」が注目されるよう

になった。さらに，感染症対策やワクチン接種などに

より感染者数は減少した。人の流れは新型コロナウイ

ルスが流行する前に戻りつつある。しかし，感染症意

識を持たなくてよい時代とは異なっていることや，新

しい取組により，観光意識が変化していると考えられ

る。 

そこで，「コロナ前」と「With コロナ時代」での，観

光者の訪問意向の変化を明らかにする。また，新型コ

ロナウイルスがマイクロツーリズムなどの観光意識に

どの程度影響を与えているかを明らかにする。 

２．既往研究と本研究の位置づけ 

西川 1)は，オーバーツーリズム期に生活環境が悪化す

るという影響を受けていた人は，新型コロナウイルス

収束後の観光振興に否定的であることを示した。生活

環境が悪化していた人ほど地域の魅力を満喫する傾向

があり，今後の観光振興を不要と認識する傾向がある

ことが明らかになった。 

秦ら 2)は，全国の緊急事態宣言禍の東京と 43 都道府

県では，流出より流入の減少幅が大きいことや，平日

と休日で比較すると，隣接期間での有意な差が多くみ

られたことから，流動の変化が起きていることを示し

た。 

以上より，新型コロナウイルスがもたらした観光地

の住民に対する意識や，都道府県間の人の流動を扱っ

た研究が存在する。しかし，観光者の観光意識やワク

チンの普及による意識の変化，「マイクロツーリズム」

を扱った研究は，レビューを行った限り存在しない。 

そこで本研究では，マイクロツーリズム意識と観光

地への訪問意向の関係を明らかにする。  

３．研究方法 

３．１ アンケート調査 

近距離の観光地域への旅行が注目されるようになっ

たことや，１都３県に位置すること，観光を目的とし

た旅客が存在するなどの理由から，本研究では千葉県

の地域鉄道であるいすみ鉄道を対象とした。「コロナ前」

と「With コロナ時代」で訪問意向を比較できるアンケ

ートを作成し，表－１のとおり実施した。いすみ鉄道

の訪問意向を「いすみ鉄道沿線地域の観光」「マイクロ

ツーリズムの意識」「感染症に対する意識」の３点に分

類し，評価を行う。 

表－１ アンケート概要 

 

３．２ SEM 分析（共分散構造分析） 

 本分析には，SEM 分析（共分散構造分析）を用いる。

これは，観光客の訪問意向にどの要因が最も影響を与

えているか明らかにでき，それぞれの要因がどの程度

の大きさで影響しているのかも把握できるためである。 

４．分析結果 

SEM 分析を行った結果を図－１で示す。図中に示し

ている数値（パス係数）は全て標準化推定値であり，

黒数字が「コロナ前」，赤数字が「With コロナ時代」を

示している。パス係数が大きいほど，その項目が大き

く影響しているといえる。 

図－２より，「総合満足度」に影響するパス係数を見

ると，「コロナ前」と「With コロナ時代」ともに最も高

くなったのは，「いすみ鉄道沿線地域の魅力」であった。 
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図－２ 訪問意向の構造（抜粋） 

 また，「マイクロツーリズムの意識」を見ると，「With

コロナ時代」は 0.16 となり，「コロナ前」の 0.04 と比

較して高い数値となった。このことから，観光地の魅

力も重要であるが，新型コロナウイルス流行前後で，

観光客のマイクロツーリズムの意識が変化しているこ

とが明らかになった。 

「感染症意識」を見ると，「コロナ前」は 0.19 となり，

「With コロナ時代」は 0.17 となった。このことから，

感染予防対策を「意識的」にではなく「日常的」に行

っているため，影響が出にくくなったと考えられる。 

以上より，「コロナ前」では，「感染症意識」，「マイ

クロツーリズムの意識」の順であったが，「With コロナ

時代」になると，同等になったと考えられる。 

図－１より，「マイクロツーリズムの意識」に影響す

る「片道の所要時間」の係数は，「コロナ前」の 0.58 に

対して，「With コロナ時代」は-0.18 となった。「コロナ

前」は，人の動きに制限がなく，遠出することが可能

であったため，所要時間に対する意識があった。しか

し，「With コロナ時代」においては，人の動きが制限さ

れ，観光できる箇所が限られたため，このような結果

になったと考えられる。 

５．おわりに 

本研究では，いすみ鉄道を対象として，観光客の訪

問意向分析をアンケート調査と共分散構造分析を用い

て行った。その結果，「コロナ前」と「With コロナ時代」

では，観光客の考え方に差は出るものの，訪問意向に

影響するまでの変化がないことが明らかになった。ま

た，新型コロナウイルスが，「マイクロツーリズムの意

識」に大きく影響を与えていることが明らかになった。 

今後の課題として，訪問意向として考えられる要素

をより多く抽出し，観光客の意向を詳細に把握する必

要がある。また，他地域・他県の観光地と比較したう

えでどこを選択するか，について明らかにする必要が

ある。 
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図－１ 訪問意向の構造 
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